
書式第１２号（法第２８条関係） 
 
 
 

特定非営利活動法人ウィーログ  
 

１ 事業の成果 
特定非営利活動法人ウィーログ第 1 期は、法人設立日の令和 5 年 3 月 9 日から同月末までと事業期間が

短かったため、設立後各種手続きや口座開設等の翌年度の本格的な事業実施に向けた準備を進める中、以
下の通り各事業を実施しました。。 
 
・バリアフリーに関する情報発信事業 
  特に行った事業の成果はありませんが、本事業のツールとなるバリアフリーマップ WheeLog!を保有す
る一般社団法人 WheeLog と、同システムを活用するための契約締結に向けての検討を行いました。 

 
・バリアフリーに関する調査研究事業 

翌年度５月末にフィンランドのヘルシンキで開催されるMyData Conferenceへの参加に向けた主催団
体との打ち合わせを実施しました。MyData では、個人を中心にパーソナルデータを活用及び共有するパ
ラダイムへと社会をシフトさせることを目指す研究・普及活動をしており、まさにユーザー投稿型のシス
テムである WheeLog!の活動を世界に広める足掛かりになると考えています。 

 
・バリアフリーに関する研修教育事業 

本事業のテキストとなる資料の準備や、翌年度に実施予定の街歩きイベント等の時期やエリア等の検討
を行いました。 

 
・バリアフリーに関する普及啓発事業 

バリアフリーに関する講演やイベント登壇及び取材依頼等がなかったため、特に行った事業の成果はあ
りません。 

 
２ 事業の実施に関する事項 
（１）特定非営利活動に係る事業              （事業費の総費用【 94,430 】円） 
定款に記載 
された 
事業名 

事業内容 日時 場所 従事者 
人数 

受益 
対象者 
範囲 

受益 
対象者 
人数 

事業費 
（円） 

バリアフリー
に関する情報
発信事業 

翌年度に事業を実施するための
準備として、WheeLog!システ
ム活用のための契約形態の検討 

- - - - - 0 

バリアフリー
に関する調査
研究事業 

フィンランドで開催される国際
会議出席に向けた検討及び準備 3月 東京 7名 

障害者や
高齢者な
どの移動
困難者 

200 万人 
 

20,000 
 

バリアフリー
に関する研修
教育事業 

街歩きイベントや企業研修等で

活用する資料作成及び次年度の

計画策定 
3月 東京 7 名 

障害者や
高齢者な
どの移動
困難者、
健常者 

500人 74,430 

バリアフリー
に関する普及
啓発事業 

- - - - - - 0 
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